
岡
和
田
晃

文
芸
評
論
家
・
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー

森
元
斎

哲
学
・
思
想
史

山
本
圭

政
治
学

長
谷
正
人

映
像
文
化
論
・
文
化
社
会
学

金
平
茂
紀

Ｔ
Ｖ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

海
妻
径
子

男
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究

天
野
知
香

西
洋
近
代
美
術
史

石
原
千
秋

日
本
近
代
文
学

吉
川
浩
満文

筆
業

藤
原
辰
史

現
代
史
、食
の
思
想
史
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イ
タ
リ
ア

再
発
見
さ
れ
た
注
目
作
た
ち

歴
史
を
題
材
に
し
な
が
ら
あ
え
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
自
由
な
発
想
を
加
え
た
作
品
も

橋
本
勝
雄

ホ
テ
ル
荒
ら
し
を
し
て
警
察
に

追
わ
れ
た
男
女
二
人
が
、
北
イ
タ

リ
ア
の
湖
の
島
に
逃
げ
込
む
。
島

で
は
元
医
師
の
ア
ン
ト
ニ
オ
老
人

が
、
作
家
の
長
女
カ
ル
ラ
、
医
師

の
次
男
チ
ェ
レ
ス
テ
ィ
ー
ノ
と
俗

世
間
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

た
。
二
人
の
逃
亡
を
見
逃
す
か
警

察
に
引
き
渡
す
か
の
判
断
を
迫
ら

れ
た
チ
ェ
レ
ス
テ
ィ
ー
ノ
は
、
窃

盗
犯
に
向
か
っ
て
、
島
に
残
っ
て

真
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
気
は
な

い
か
と
提
案
す
る
。
泥
棒
を
真
人

間
に
教
育
し
よ
う
と
い
う
そ
の
突

飛
な
試
み
は
成
功
す
る
の
か
。

閉
鎖
的
空
間
へ
の
闖
入
者
と
い

う
緊
張
感
か
ら
、
浮
世
離
れ
し
た

一
家
の
反
応
と
湖
水
地
方
の
美
し

い
風
景
描
写
を
通
じ
て
不
思
議
な

味
わ
い
の
人
間
ド
ラ
マ
に
移
り
、

ど
ん
で
ん
返
し
を
経
て
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
に
至
る
。

ミ
ス
テ
リ
ー
と
も
恋
愛
物
と
も

分
類
で
き
そ
う
な
奇
妙
な
物
語
は

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
シ
ェ
ル
バ
ネ
ン
コ

『
理
想
主
義
者
た
ち
の
島
』
（L

a

nave
di

T
eseo

）
だ
。
第
二

次
世
界
大
戦
中
、
作
家
が
疎
開
先

の
イ
ジ
ェ
ー
オ
湖
の
ホ
テ
ル
で
書

き
上
げ
、
戦
争
で
失
わ
れ
た
と
思

わ
れ
て
い
た
幻
の
作
品
の
原
稿
が

最
近
に
な
っ
て
遺
族
の
も
と
で
発

見
さ
れ
て
今
年
よ
う
や
く
日
の
目

を
見
た
。
六
〇
年
代
の
ノ
ワ
ー
ル

小
説
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な

っ
た
シ
ェ
ル
バ
ネ
ン
コ
は
読
者
の

根
強
い
人
気
を
誇
り
な
が
ら
多
く

が
絶
版
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
全

作
が
刊
行
予
定
だ
と
い
う
。

シ
ェ
ル
バ
ネ
ン
コ
再
評
価
の
き

っ
か
け
の
ひ
と
つ
が
娘
の
チ
ェ
チ

ー
リ
ア
・
シ
ェ
ル
バ
ネ
ン
コ
に
よ

る
『
物
語
職
人
�
�
ジ
ョ
ル
ジ
ョ

・
シ
ェ
ル
バ
ネ
ン
コ
伝
』
（L

a

nave
di

T
eseo

）
で
あ
る
。

チ
ェ
チ
ー
リ
ア
は
シ
ェ
ル
バ
ネ
ン

コ
文
庫
を
創
設
し
、
書
簡
や
原
稿

な
ど
膨
大
な
資
料
と
自
分
の
記
憶

を
も
と
に
詳
細
な
伝
記
を
書
き
あ

げ
た
。

古
典
学
者
だ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
の
父
が
ロ
シ
ア
革
命
の
動
乱
で

殺
害
さ
れ
る
と
、
幼
い
ジ
ョ
ル
ジ

ョ
は
イ
タ
リ
ア
人
の
母
に
連
れ
ら

れ
て
キ
エ
フ
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
帰

国
す
る
。
出
版
社
に
入
社
し
女
性

誌
の
人
気
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
を
務
め

な
が
ら
推
理
小
説
、
恋
愛
小
説
、

西
部
活
劇
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

で
複
数
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て

膨
大
な
数
の
作
品
を
書
き
続
け

た
。
「
物
語
職
人
」
と
い
う
べ
き

多
作
の
遠
因
に
厳
し
い
経
済
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
、
女
性
読
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
相
談
が
犯
罪
小
説
の

プ
ロ
ッ
ト
の
素
材
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
、
シ
ェ
ル
バ
ネ
ン
コ
研
究
に

と
っ
て
新
し
い
発
見
が
あ
る
。

再
発
見
さ
れ
た
注
目
作
と
い
え

ば
二
〇
〇
九
年
に
没
し
た
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
・
デ
・
マ
リ
ー
ア
の
『
ト
リ

ノ
の
二
十
日
間
』
（
二
〇
一
七
、

Frassinelli

）
が
あ
る
。
魔
術

都
市
ト
リ
ノ
で
発
生
し
た
連
続
殺

人
の
�
を
め
ぐ
る
ゴ
シ
ッ
ク
風
ホ

ラ
ー
で
、
利
用
者
が
日
記
を
交
換

す
る
風
変
わ
り
な「
図
書
館
」の
ア

イ
デ
ア
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
連

想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
四
〇
年
前

に
現
代
を
先
取
り
し
て
い
た
カ
ル

ト
小
説
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

再
発
見
と
は
い
え
な
い
が
ア
ン

ト
ニ
オ
・
タ
ブ
ッ
キ
の『
著
作
集
』

（M
ondadori

）
、
ウ
ン
ベ
ル

ト
・
エ
ー
コ
『
テ
レ
ビ
論
』
（L

a

nave
di

T
eseo

）
も
没
後
の

刊
行
と
な
る
。
作
家
別
の
全
集
と

し
て
有
名
な
メ
リ
デ
ィ
ア
ー
ニ
叢

書
の
二
巻
本
三
千
頁
に
、
タ
ブ
ッ

キ
の
長
編
・
短
�
・
戯
曲
、
文
学

・
政
治
評
論
は
も
ち
ろ
ん
、
細
か

な
注
釈
や
年
表
な
ど
の
研
究
資

料
、
原
稿
か
ら
再
構
築
さ
れ
た

『
ネ
モ
船
長
へ
の
手
紙
』
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
エ
ー
コ
の
最
後
の
小

説
『
ヌ
メ
ロ
・
ゼ
ロ
』
（
河
出
文

庫
）
や
評
論
『
永
遠
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
』
（
岩
波
現
代
文
庫
）
が
文
庫

化
さ
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
代
表
作
『
薔
薇
の
名

前
』
（
東
京
創
元
社
）
が
再
注
目

さ
れ
た
。
昨
年
イ
タ
リ
ア
で
刊
行

さ
れ
た
講
演
集
『
巨
人
の
肩
に
乗

っ
て
』
が
『
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー

コ
の
世
界
文
明
講
義
』
（
河
出
書

房
新
社
）
と
し
て
早
く
も
邦
訳
さ

れ
た
の
は
う
れ
し
い
。

五
百
頁
を
超
え
る『
テ
レ
ビ
論
』

は
一
九
五
六
年
か
ら
二
〇
一
五
年

ま
で
エ
ー
コ
が
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

論
じ
た
評
論
五
三
�
を
収
め
た
も

の
で
、
そ
の
記
号
学
の
歩
み
を
理

解
す
る
上
で
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
テ
レ
ビ
の
変
遷
を
た
ど
る

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
晩
年
の

エ
ー
コ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

批
判
が
、
テ
レ
ビ
時
代
か
ら
続
け

て
き
た
鋭
い
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
分
析
と
政
治
的
、
倫
理
的

な
意
識
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。
ネ
ッ
ト
時
代
の

技
術
革
新
と
そ
れ
以
前
と
の
断
絶

を
強
調
す
る
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・

バ
リ
ッ
コ
の
現
代
文
化
論
『
ザ
・

ゲ
ー
ム
』
（E

inaudi

）
と
比
較

す
る
と
興
味
深
い
。

新
作
で
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の

生
涯
を
描
い
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス

ク
ラ
ー
テ
ィ
の『
Ｍ

世
紀
の
子
』

（B
om

piani

）
な
ど
、
近
現

代
の
人
物
伝
が
目
立
つ
。
ス
ト
レ

ー
ガ
賞
を
受
賞
し
た
エ
レ
ナ
・
ヤ

ネ
チ
ェ
ク
の
『
ラ
イ
カ
の
少
女
』

（
二
〇
一
七
、Feltrinelli

）

は
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
だ
っ
た
写
真
家
ゲ
ル
ダ
・
タ

ロ
ー
の
伝
記
で
あ
る
。

歴
史
を
題
材
に
し
な
が
ら
あ
え

て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
自
由
な
発
想

を
加
え
た
作
品
も
あ
る
。
『
Ｑ
』

や
『
ア
ル
タ
イ
』
の
邦
訳
が
あ
る

創
作
集
団
ウ
ー
・
ミ
ン
の
『
プ
ロ

レ
ト
ク
リ
ト
』（E

inaudi

）
や
、

エ
ン
リ
ー
コ
・
デ
ア
リ
オ
『
叔
母

の
イ
レ
ー
ネ
と
無
政
府
主
義
者
ト

レ
ス
カ
』
（Sellerio

）
の
よ
う

な
作
品
に
注
目
し
た
い
。

前
者
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化

協
会
」
の
理
論
家
で
ユ
ー
ト
ピ
ア

小
説
『
赤
い
星
』
の
著
者
で
あ
る

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ボ
グ
ダ
ー
ノ

フ
（
一
八
七
三
―
一
九
二
八
）
を

主
人
公
と
し
た
異
色
の
歴
史
Ｓ

Ｆ
。
後
者
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
マ
フ

ィ
ア
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
批
判

し
て
一
九
四
三
年
に
亡
命
先
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
殺
害
さ
れ
た
無
政

府
主
義
者
カ
ル
ロ
・
ト
レ
ス
カ
の

事
件
を
軸
に
、
二
〇
二
〇
年
代
の

近
未
来
に
設
定
さ
れ
た
視
点
か
ら

二
十
世
紀
の
歴
史
を
読
み
解
く
試

み
で
あ
る
。

（
イ
タ
リ
ア
文
学
）

二
〇
一
八
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
の
発
表
は
、
翌
年
回
し
と
な
っ

た
が
、
選
考
の
中
止
、
あ
る
い
は

発
表
の
延
期
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
世
界

大
戦
中
は
、
六
年
間
ほ
ど
の
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
し（
受
賞
者
な
し
）、

授
賞
式
を
翌
年
以
降
に
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
原
則
と
し
て
一
年

に
一
人
だ
け
の
受
賞
だ
が
、
こ
れ

ま
で
二
人
の
同
時
受
賞
も
あ
っ
た

し
、
本
来
、
発
表
前
に
死
没
し
た

場
合
の
受
賞
は
な
い
が
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
長
く
選

考
に
携
わ
っ
て
い
た
詩
人
の
エ
ク

リ
・
カ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
は
、
死
後

に
や
は
り
例
外
と
し
て
受
賞
し

た
。
原
則
に
は
例
外
が
つ
き
も
の

な
の
だ
。

今
回
の
発
表
中
止
は
選
考
に
あ

た
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ

ー
の
選
考
委
員
会
の
周
辺
の
人
物

の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
や
漏
洩
疑
惑
が

理
由
と
さ
れ
て
い
る
が
、
委
員
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
関
係
者

と
い
う
こ
と
だ
か
ら
今
回
の
措
置

に
は
疑
念
が
湧
く
。
不
心
得
な
委

員
個
人
や
関
係
者
を
排
除
す
れ
ば

よ
い
わ
け
で
、
複
数
の
委
員
が
辞

任
す
る
と
い
う
の
は
変
だ
。
私
は

一
昨
年
の
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
へ
の

授
賞
の
余
波
が
続
い
て
い
る
と
見

て
い
る
。
狭
義
の
文
学
者
で
は
な

い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
へ
の
授
賞
は

も
ち
ろ
ん
初
め
て
で
、
委
員
会
内

部
で
深
刻
な
対
立
が
あ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
結
果
に
賛
否
両

論
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
覚
悟

の
上
だ
っ
た
ろ
う
が
、
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
を
推
し
た
側
と
そ
う
で
な

い
側
と
の
亀
裂
が
事
態
を
混
迷
状

態
に
し
た
の
で
は
な
い
か
（
そ
の

前
に
、
莫
言
の
際
に
チ
ャ
イ
ナ
・

ロ
ビ
ー
の
選
考
委
員
の
金
銭
的
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
も
あ
っ
た
）。

こ
れ
ま
で
非
文
学
者
へ
の
授
賞

と
し
て
、
英
国
首
相
の
チ
ャ
ー
チ

ル
（『
第
二
次
大
戦
回
顧
録
』）
へ

の
授
賞
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
反

発
や
批
判
が
多
く
、
そ
れ
以
後
、

政
治
家
な
ど
非
文
学
者
へ
の
授
賞

は
な
く
な
っ
た
。
以
前
は
歴
史
家

（
モ
ム
ゼ
ン
）
、
哲
学
者
（
ベ
ル

ク
ソ
ン
、
ラ
ッ
セ
ル
）
は
あ
っ
た

が
、
近
年
は
詩
・
小
説
・
戯
曲
以

外
へ
の
授
賞
は
な
く
な
っ
た
。

ア
レ
ク
シ
ェ
ー
ビ
ッ
チ
（
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
の
場
合
は
好
意

的
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
歓
迎
す
る
声

と
同
時
に
、
強
い
、
否
定
的
、
あ

る
い
は
批
判
的
な
声
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
古
代
の
ホ
メ
ロ
ス
の
よ

う
な
吟
遊
詩
人
の
例
ま
で
持
ち
出

し
て
授
賞
の
正
当
性
を
強
弁
す
る

よ
う
な
選
考
委
員
の
発
言
も
あ

り
、
委
員
会
内
部
で
も
相
当
に
異

論
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

よ
う
だ
（
選
考
は
最
終
的
に
は
多

数
決
に
よ
る
）。

二
〇
一
七
年
の
カ
ズ
オ
・
イ
シ

グ
ロ
は
、
正
統
的
な
英
国
小
説
の

伝
統
を
継
承
し
た
作
風
で
（
し
か

も
前
衛
的
な
面
も
あ
る
）
、
本
来

の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
正
道
（
正

気
？
）
に
戻
っ
た
よ
う
な
感
が
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
別
・
言
語

別
・
地
域
別
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

は
崩
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ボ
ブ

・
デ
ィ
ラ
ン
の
場
合
も
、
ト
マ
ス

・
ピ
ン
チ
ョ
ン
や
ド
ン
・
デ
リ
ー

ロ
な
ど
の
米
国
作
家
が
候
補
と
し

て
挙
が
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、

�
ア
メ
リ
カ
枠
�
と
い
う
意
味
で

は
順
当
な
も
の
だ
っ
た
。

イ
シ
グ
ロ
の
場
合
も
、
英
国
籍

の
英
語
作
家
だ
が
、
日
本
生
ま
れ

の
日
本
人
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

て
お
り
、
川
端
康
成
（
最
近
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
谷
崎
潤
一
郎
と
の
同
時
受

賞
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

道
し
た
）
�
大
江
健
三
郎
�
カ
ズ

オ
・
イ
シ
グ
ロ
と
考
え
る
と
、
二

十
数
年
間
隔
の
�
日
本
枠
�
と
見

て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

近
年
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
選

考
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
文
学

へ
の
傾
き
が
著
し
か
っ
た
。
そ
う

し
た
�
越
境
性
�
が
極
端
に
現
れ

た
の
が
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
へ
の
授

賞
で
、
そ
の
反
動
・
反
発
で
委
員

会
内
部
で
の
内
紛
や
対
立
が
目
に

見
え
る
形
で
浮
上
し
て
き
た
の
が

今
回
の
事
態
だ
っ
た
と
思
え
る
。

今
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
選
考
委
員
会
の
立
て
直
し

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
従
来
の
正
統
的

な
文
学
を
継
承
す
る
と
い
う
理
念

が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

や
左
右
の
客
端
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
排
除
し
、
国
別
・
地
域
別
の
持

ち
回
り
を
重
視
す
る
と
い
っ
た
傾

向
は
不
変
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
来
年
度
以

降
を
予
測
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の
南
米
の
未

受
賞
国
（
ア
マ
ー
ド
や
ボ
ル
ヘ
ス

を
生
ん
だ
国
な
の
に
受
賞
作
家
は

出
て
い
な
い
）
、
ア
フ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
の
民
族
語
の
文
学
者
（
ケ
ニ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
）

な
ど
が
有
力
だ
ろ
う
。

ジ
ャ
ン
ル
的
な
広
が
り
で
い
え

ば
、
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は
ウ
ン
ベ
ル

ト
・
エ
ー
コ
、
Ｓ
Ｆ
で
は
ル
�
グ

ゥ
イ
ン
、
評
論
・
研
究
で
は
ソ
ン

タ
グ
、
デ
リ
ダ
、
サ
イ
ー
ド
な
ど

受
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
大
物
が
た
く

さ
ん
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
皆
、

鬼
籍
に
入
っ
た
。
こ
れ
ま
で
何
度

も
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
シ
リ
ア
の
ア
ド
ニ
ス
、
韓
国

の
高
銀
な
ど
も
高
齢
で
こ
の
ま
ま

で
は
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
い

か
ね
な
い
。

日
本
で
は
異
常
な
ほ
ど
に
盛
り

上
が
る
村
上
春
樹
だ
が
、
カ
ズ
オ

・
イ
シ
グ
ロ
の
受
賞
で
、
私
は
相

当
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の

代
替
と
な
る
、
今
年
限
り
の
「
ニ

ュ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
文
学
賞
」
の

候
補
を
辞
退
し
た
の
も
、
村
上
春

樹
に
と
っ
て
吉
凶
い
ず
れ
に
も
転

が
り
か
ね
な
い
。
思
え
ば
、
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
と
は
、
い
つ
の
時
代

で
も
人
騒
が
せ
で
、
話
題
の
尽
き

な
い
賞
で
あ
る
。（

文
芸
評
論
家
）

ノ
ー
ベ
ル
賞

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
狂
騒
曲

従
来
の
正
統
的
な
文
学
を
継
承
す
る
と
い
う
理
念
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

川
村
湊

・
ト
ー
マ
ス
・
メ
レ
『
背
後
の
世

界
』（
金
志
成
訳
、河
出
書
房
新
社
）

・
坂
田
美
奈
子
『
先
住
民
ア
イ
ヌ

は
ど
ん
な
歴
史
を
歩
ん
で
き
た

か
』（
清
水
書
院
）

・
ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
�
グ
リ
エ
『
も

ど
っ
て
き
た
鏡
』（
芳
川
泰
久
訳
、

水
声
社
）

・
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ハ
リ
ソ
ン
『
ブ

ラ
ッ
ド
・
ラ
イ
ト
�
聖
血
の
儀
式

�
』
（
岡
田
英
気
訳
、
フ
ェ
ー
ズ

シ
ッ
ク
ス
）

『
背
後
の
世
界
』
の
刊
行
に
あ

わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
於‥

早
大
文
学
部
、
二

〇
一
八
年
一
一
月
二
二
日
）
で
、

著
者
メ
レ
と
直
接
対
話
す
る
機
会

を
得
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ

語
圏
で
「
自
己
暴
露
の
儀
式
」（
日

地
谷
�
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ
ト
）
と

語
ら
れ
る
日
本
の
私
小
説
と
似
通

っ
た
モ
チ
ー
フ
を
有
し
な
が
ら

も
、
『
背
後
の
世
界
』
は
ど
こ
ま

で
も
明
晰
で
あ
る
こ
と
が
、
決
定

的
な
差
異
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
た
。
こ
の
明
晰
さ
は

自
覚
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、「
わ
か
ら
な
い
も
の
」

を
安
易
に
「
わ
か
る
も
の
」
と
し

て
描
か
な
い
倫
理
の
保
持
に
よ
っ

て
こ
そ
維
持
さ
れ
て
い
る
。

『
先
住
民
ア
イ
ヌ
は
ど
ん
な
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
か
』
は
、
『
ゴ

ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
』
ブ
ー
ム
で
乱

造
さ
れ
た
解
説
書
と
は
、
目
次
レ

ベ
ル
で
一
線
を
画
す
仕
上
が
り
。

ア
イ
ヌ
の
口
承
文
学
と
歴
史
に
関

し
、
最
新
の
視
座
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
典
型
的
な
難
癖
に
対
し
て
の
反

証
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的

な
カ
ウ
ン
タ
ー
本
に
な
っ
て
い

る
。ロ

ブ
�
グ
リ
エ
の
虚
構
の
自
伝

の
訳
書
が
出
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
頑
張
っ
て
三
部
作
を
完
走
し

て
ほ
し
い
。

『
ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ
イ
ト
』
は
、

名
だ
た
る
Ｓ
Ｆ
作
家
が
参
加
し
て

い
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ゲ
ー
ム
『
ウ
ォ

ー
ハ
ン
マ
ー
４
０
０
０
０
』
の
ノ

ベ
ラ
イ
ズ
の
う
ち
、
邦
訳
出
版
さ

れ
た
初
め
て
の
作
品
。
組
版
に
難

ワ

ー

プ

が
あ
る
も
の
の
、
〈
歪
み
〉
に
満

ち
た
暗
黒
の
宇
宙
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。

�１
栗
原
康
・
白
石
嘉
治
『
文
明
の

恐
怖
に
直
面
し
た
ら
読
む
本
』

（ele-king
books

）

�２
隠
岐
さ
や
香
『
文
系
と
理
系
は

な
ぜ
分
か
れ
た
の
か
』
（
星
海
社

新
書
）

�３
村
澤
真
保
呂
・
村
澤
和
多
里

『
中
井
久
夫
と
の
対
話
�
�
生

命
、
こ
こ
ろ
、
世
界
』
（
河
出
書

房
新
社
）

栗
原
の
手
持
ち
の
考
え
が
白
石

に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
知
の
興
奮

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
�１

で
あ
る
。
多
く
の
文
明
知
は
リ
ニ

ア
に
進
歩
す
る
と
思
い
き
や
、
白

石
に
よ
っ
て
ノ
ン
リ
ニ
ア
で
あ
り

な
が
ら
も
ロ
ジ
カ
ル
に
私
た
ち
の

知
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
く
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
知
の
あ
り
方
は

大
学
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
の

も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

大
学
の
知
の
細
分
化
と
統
一
化

と
で
も
言
え
る
よ
う
な
問
題
系
を

軸
に
丁
寧
に
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ

て
い
る
の
が
�２
で
あ
る
。
知
の
あ

り
方
の
差
異
が
明
確
に
な
り
つ
つ

も
、
そ
の
先
は
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
そ
の
差
異
を
こ
そ
相

補
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
態
度

が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
た
時
に
、

「
兆
候
」
を
読
み
解
く
技
が
私
た

ち
に
は
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。ま

さ
に
「
兆
候
」
の
哲
学
を
臨

床
の
現
場
か
ら
読
み
取
っ
て
い
た

思
想
家
が
い
る
。
中
井
久
夫
だ
。

�３
は
単
な
る
中
井
久
夫
論
で
は
な

く
、
村
澤
兄
弟
に
よ
る
中
井
と
の

交
流
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
類
い
稀

な
る
著
作
だ
。
人
と
人
と
が
思
い

が
け
ず
出
会
う
と
こ
ろ
に
、
私
た

ち
は
兆
候
を
学
び
取
れ
る
技
が
潜

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

単
著
・
編
著
・
翻
訳
か
ら
１
冊

ず
つ
。

古
田
拓
也
『
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ

ル
マ
ー
の
政
治
思
想
�
�
ロ
ッ
ク

が
否
定
し
た
王
権
神
授
説
』
（
岩

波
書
店
）
は
、
ロ
ッ
ク
の
批
判
に

よ
り
思
想
史
の「
敗
者
」と
さ
れ
、

「
王
権
神
授
説
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」

と
さ
れ
た
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想

を
、い
ま
い
ち
ど
探
索
し
な
お
し
、

さ
ら
に
戦
前
日
本
の
「
フ
ィ
ル
マ

ー
受
容
」
を
も
描
い
た
労
作
。

井
上
彰
編『
ロ
ー
ル
ズ
を
読
む
』

（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
は
、
本
邦

に
お
け
る
ロ
ー
ル
ズ
受
容
の
刷
新

を
試
み
る
論
文
集
。
と
り
わ
け
、

本
書
が
強
調
す
る
規
範
理
論
と
経

験
科
学
の
架
橋
は
、
評
者
の
よ
う

な
タ
イ
プ
の
政
治
学
者
に
も
、
強

い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ず
に
お
か

な
い
。

ヤ
ン
・
エ
ル
ス
タ
ー
『
酸
っ
ぱ

い
葡
萄
�
�
合
理
性
の
転
覆
に
つ

い
て
』
（
玉
手
慎
太
郎
訳
、
勁
草

書
房
）
は
、
「
合
理
性
の
分
類
」

を
は
じ
め
、
「
本
質
的
に
副
産
物

で
あ
る
状
態
」、「
適
応
的
選
好
形

成
」
な
ど
、
政
治
学
、
な
い
し
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
研
究
に
と
っ
て
も
重

要
な
議
論
を
含
ん
で
い
る
。
訳
者

渾
身
の
解
説
が
読
ま
せ
る
。

�１
先
崎
学
『
う
つ
病
九
段
�
�
プ

ロ
棋
士
が
将
棋
を
失
く
し
た
一
年

間
』（
文
藝
春
秋
）

藤
井
聡
太
フ
ィ
ー
バ
ー
が
巻
き

起
こ
る
直
前
、
不
祥
事
に
揺
れ
て

い
た
将
棋
界
を
立
て
直
そ
う
と

『
三
月
の
ラ
イ
オ
ン
』
映
画
化
イ

ベ
ン
ト
に
走
り
回
っ
て
い
た
先
崎

学
九
段
は
、
突
然
う
つ
病
に
倒
れ

る
。
う
つ
病
に
な
る
と
新
聞
も
読

め
な
い
。
あ
る
日
知
り
合
い
の
棋

士
に
藤
井
フ
ィ
ー
バ
ー
や
将
棋
飯

報
道
を
聞
い
て
も
ど
う
し
て
も
信

じ
ら
れ
な
い
先
崎
の
滑
稽
な
悲
し

み
。
「
ふ
ざ
け
ん
な
、
ふ
ざ
け
ん

な
、
み
ん
な
い
い
思
い
し
や
が
っ

て
」
。
昨
年
の
同
病
者
と
し
て
深

い
共
鳴
を
覚
え
た
。

�２
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
・
コ

ッ
ポ
ラ
『
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー

ド
・
コ
ッ
ポ
ラ
、
映
画
を
語
る
�

�
ラ
イ
ブ
・
シ
ネ
マ
、
そ
し
て
映

画
の
未
来
』
（
南
波
克
行
訳
、
フ

ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）

誇
大
妄
想
狂
的
な
映
画
の
実
験

を
繰
り
返
す
コ
ッ
ポ
ラ
が
、
今
度

は
「
生
中
継
の
映
画
」
（
ラ
イ
ブ

・
シ
ネ
マ
）
の
創
設
と
い
う
夢
に

取
り
つ
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
き
、
そ
の
試
み
の
な
か
で
思

考
し
た
こ
と
を
記
し
た
書
物
。
彼

が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
必

ず
し
も
共
鳴
で
き
な
い
が
、
彼
の

子
供
時
代
の
テ
レ
ビ
体
験
や
、
テ

レ
ビ
と
映
画
と
は
ど
こ
が
違
う
か

を
め
ぐ
る
思
考
、
そ
れ
に
俳
優
た

ち
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
ど
う
す
る
か

の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
、
実
に
読
み

応
え
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
孤
独

ぶ
り
に
共
鳴
す
る
。

�３
松
本
修
『
全
国
マ
ン
・
チ
ン
分

布
考
』
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

新
書
）

「
探
偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」の
名

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、『
全
国
ア
ホ

・
バ
カ
分
布
考
』
に
続
い
て
、
今
度

は
女
性
性
器
の
多
様
な
呼
び
方
を

方
言
周
圏
説
で
読
み
解
い
て
み
せ

る
。
女
性
性
器
を
名
指
す
言
葉
が

不
道
徳
で
放
送
禁
止
で
あ
る
と
い

う
日
本
語
・
日
本
社
会
の
現
状
を
、

何
と
か
覆
そ
う
と
研
究
を
遂
行
し

て
い
く
と
き
の
、
こ
の
社
会
へ
の

愛
情
の
深
さ
に
感
銘
を
受
け
る
。

同
番
組
の
著
名
な
構
成
作
家
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
が
ど
う
違

う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
愛
情
が
天

皇
を
召
喚
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

ま
で
含
め
て
実
に
興
味
深
い
。

�１
辺
見
庸
『
月
』
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
）

相
模
原
障
害
者
大
量
殺
戮
事
件

に
着
想
を
得
た
作
品
で
、
当
初
は

大
江
健
三
郎
の
『
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー

ン
第
二
部
』
の
よ
う
な
も
の
を
想

起
し
て
い
た
が
、読
了
と
同
時
に
、

い
や
、
こ
れ
は
む
し
ろ
セ
リ
ー
ヌ

や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う

に
、
人
間
存
在
の
意
味
を
悲
痛
な

ま
で
に
根
源
か
ら
問
う
て
い
る
作

品
だ
と
〈
極
め
て
徐
々
に
、
し
か

し
極
め
て
確
実
に
〉
覚
知
し
、
打

ち
の
め
さ
れ
た
。
文
学
史
的
な
事

件
で
は
な
い
か
。
今
後
、
作
品
へ

の
表
層
的
な
次
元
で
の
反
発
や
、

「
異
物
」
視
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

危
惧
す
る
。

�２
日
野
行
介
『
除
染
と
国
家
�
�

２１
世
紀
最
悪
の
公
共
事
業
』
（
集

英
社
新
書
）

「
除
染
」
と
い
う
言
葉
が
、
何
か

日
本
と
い
う
国
家
の
あ
り
よ
う

の
、
ど
す
黒
い
「
暗
喩
」
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、本
書
か
ら
知
る
。

そ
れ
に
し
て
も
何
と
ス
リ
リ
ン
グ

な
現
場
取
材
か
。
格
闘
技
を
み
て

い
る
思
い
。
と
り
わ
け
精
神
が

「
汚
染
」さ
れ
た
官
僚
・
学
者
ら
の
、

す
べ
て
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る

「
謀
議
」へ
の
突
進
シ
ー
ン
が
。

�３
佐
藤
貢
『
旅
行
記

前
編
・
後

編
』（
ｉ
Ｔ
ｏ
ｈ
ｅ
ｎ
）

こ
れ
、
と
っ
く
の
前
に
出
て
い

た
本
な
の
だ
が
、
今
年
、
佐
藤
氏

の
個
展
を
み
て
か
ら
文
庫
本
で
２

冊
一
気
に
読
ん
で
ぶ
っ
た
ま
げ

た
。
こ
ん
な
旅
人
っ
て
い
る
か
？

・
番
外

加
藤
周
一
著
、
小
森
陽

一
・
成
田
龍
一
編
『
言
葉
と
戦
車

を
見
す
え
て
�
�
加
藤
周
一
が
考

え
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
』
（
ち
く

ま
学
芸
文
庫
）

今
年
８
月
は
ソ
連
の
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
侵
入
か
ら
半
世
紀
。
そ

の
直
後
に
現
場
に
駆
け
つ
け
た
思

想
家
・
加
藤
周
一
の
エ
ッ
セ
ー

「
言
葉
と
戦
車
」は
、今
読
ん
で
も
、

全
く
色
褪
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
言
葉
の
ち
か
ら
と
い
う

も
の
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

望
月
衣
塑
子
・
伊
藤
詩
織
・
三

浦
ま
り
・
平
井
美
津
子
・
猿
田
佐

世
『
し
ゃ
べ
り
尽
く
そ
う
！

私

た
ち
の
新
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
（
梨

の
木
舎
）
は
、
注
目
の
東
京
新
聞

記
者
・
望
月
衣
塑
子
に
よ
る
４
人

の
女
性
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
対
談

集
。
女
性
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

重
要
な
４
分
野
か
ら
の
人
選
も
ツ

ボ
を
え
て
い
る
（
個
人
的
に
は
外

交
分
野
の
猿
田
佐
世
と
の
対
談
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
）。
良
書
だ
が
、

装
丁
が
若
者
へ
の
訴
求
力
に
欠
け

る
。
海
外
の
書
店
に
行
く
と
ジ
ャ

ッ
キ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グ
『
問
題
だ

ら
け
の
女
性
た
ち
』
（
松
田
青
子

訳
、
河
出
書
房
新
社
）の
よ
う
な
、

ポ
ッ
プ
な
表
紙
で
手
に
取
り
や
す

く
、
読
ん
だ
ら
く
す
く
す
笑
わ
ず

に
い
ら
れ
な
い
フ
ェ
ミ
本
が
数
多

く
並
ん
で
い
る
の
に
。

岩
手
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
・
読
書

会
運
動
を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
も
交

え
研
究
し
た
柳
原
恵
『
〈
化
外
〉

の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
�
�
岩
手
・
麗

ら
舎
読
書
会
の
〈
お
な
ご
〉
た
ち
』

（
ド
メ
ス
出
版
）
な
ど
、
周
縁
に

位
置
づ
く
女
性
た
ち
へ
迫
る
重
厚

な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
一
方
、
改

憲
の
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
性
を
明
ら

か
に
す
る
中
里
見
博
・
能
川
元
一

・
打
越
さ
く
良
・
立
石
直
子
・
笹

沼
弘
志
・
清
末
愛
砂
『
右
派
は
な

ぜ
家
族
に
介
入
し
た
が
る
の
か
�

�
憲
法
２４
条
と
９
条
』
（
大
月
書

店
）
の
よ
う
な
、
運
動
的
課
題
を

扱
う
タ
イ
ム
リ
ー
な
出
版
も
奮

闘
。

・
暮
沢
剛
巳
、
江
藤
光
紀
、
�
江

秀
樹
、
寺
本
敬
子
『
幻
の
万
博
�

�
紀
元
二
千
六
百
年
を
め
ぐ
る
博

覧
会
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
（
青
弓

社
）万

博
に
関
す
る
研
究
や
書
籍
は

少
な
く
な
い
が
、
本
書
で
は
、
１

９
４
０
年
に
計
画
さ
れ
な
が
ら
中

止
と
な
っ
た
「
幻
の
」
万
博
を
中

心
に
据
え
る
こ
と
で
、
万
博
を
通

し
て
同
時
代
の
帝
国
主
義
的
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関
連
や
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
問
題

な
ど
を
、
１
９
３
７
年
の
パ
リ
万

博
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
出
品
を
は

じ
め
と
す
る
西
欧
や
満
州
と
の
比

較
や
関
わ
り
も
含
め
て
見
渡
す
目

配
り
が
極
め
て
興
味
深
い
。
再
び

大
阪
万
博
開
催
が
決
ま
っ
た
現
在

の
状
況
も
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

・
古
川
美
佳
『
韓
国
の
民
衆
美
術

�
�
抵
抗
の
美
学
と
思
想
』
（
岩

波
書
店
）

当
事
者
の
熱
気
を
伝
え
る
よ
う

な
力
の
こ
も
っ
た
書
き
ぶ
り
に
圧

倒
さ
れ
る
が
、
日
本
が
生
真
面
目

な
議
論
を
「
ネ
ク
ラ
」
と
排
除
し

て
い
っ
た
８０
年
代
に
、
韓
国
に
お

い
て
こ
う
し
た
緊
迫
し
た
状
況
と

真
摯
な
運
動
が
展
開
し
て
い
た
こ

と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
。「
慰

安
婦
」
問
題
が
話
題
に
な
る
た
び

に
、
当
の
「
慰
安
婦
」
像
自
体
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
な
い

こ
と
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い

た
が
、
そ
の
制
作
に
つ
な
が
る
状

況
を
よ
う
や
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
ケ
イ
ト
・
ザ
ン
ブ
レ
ノ
『
ヒ
ロ

イ
ン
ズ
』
（
西
山
敦
子
訳
、C

.I.
P

.B
ooks

）

語
り
手
は
、
夫
を
持
つ
身
と
し

て
の
、
作
家
と
し
て
の
自
身
の
鬱

屈
し
た
状
況
を
、
主
に
両
大
戦
間

に
お
け
る
エ
リ
オ
ッ
ト
や
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る

「
著
名
」
と
な
っ
た
モ
ダ
ニ
ス
ト

た
ち
に
よ
っ
て
声
を
奪
わ
れ
、
狂

気
へ
と
閉
じ
込
め
ら
れ
、
消
さ
れ

た
数
多
く
の
妻
た
ち
や
女
た
ち
を

喚
起
し
、
的
確
に
そ
の
存
在
を
捉

え
直
し
な
が
ら
綴
っ
て
い
く
。
小

説
や
学
術
的
な
研
究
と
い
っ
た
枠

組
み
に
縛
ら
れ
ず
、
時
代
を
超
え

て
女
性
た
ち
と
と
も
に
「
抗
っ
て

書
く
」
姿
勢
は
、
新
た
な
視
界
を

開
く
。
訳
者
に
よ
り
本
書
が
翻
訳

さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
自
体
も

ま
た
、
消
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
声
を
拾
い
上
げ
る
試
み
と

し
て
意
味
深
い
。

・
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
・
シ
ャ
マ
ユ
ー

『
ド
ロ
ー
ン
の
哲
学
�
�
遠
隔
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
〈
無
人
化
〉
す
る

戦
争
』
（
渡
名
喜
庸
哲
訳
、
明
石

書
店
）

少
し
前
に
「
空
爆
の
思
想
」
の

よ
う
な
テ
ー
マ
の
本
が
続
け
て
出

版
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
空
爆

が
「
手
を
汚
さ
な
い
戦
争
」
を
生

ん
だ
と
い
う
の
だ
。
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
戦
争
は
そ
の
先
に
あ
る
。
自

陣
に
リ
ス
ク
が
な
い
た
め
に
、
相

手
へ
の
最
大
の
被
害
が
選
択
さ
れ

や
す
い
と
言
う
。
し
か
し
、
相
手

も
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
と
わ
か
れ

ば
抑
止
力
に
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
陣

営
の
最
大
の
救
い
は
マ
テ
ィ
ス
だ

ろ
う
。
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
軍
人

は
、
そ
う
そ
う
戦
争
は
仕
掛
け
な

い
か
ら
だ
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
殺

害
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

だ
し
、
自
動
運
転
の
車
も
武
器
と

し
て
使
わ
れ
る
。
日
本
の
ロ
ケ
ッ

ト
技
術
は
宇
宙
戦
争
の
「
後
方
支

援
」
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
そ
れ

を
伏
せ
て
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
に

喜
ぶ
の
だ
ろ
う
。

・
ジ
ェ
シ
カ
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

『
他
者
の
影
�
�
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

戦
争
は
な
ぜ
終
わ
ら
な
い
の
か
』

（
北
村
婦
美
訳
、
み
す
ず
書
房
）

フ
ロ
イ
ト
批
判
の
書
だ
が
、
単

な
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
で
は
な

い
。
私
た
ち
は
社
会
的
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
作
れ
る
が
、
主
体

や
他
者
な
ど
作
れ
は
し
な
い
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の

不
可
能
に
挑
戦
し
て
失
敗
し
た
の

が
フ
ロ
イ
ト
だ
と
言
い
た
い
に
ち

が
い
な
い
。
だ
か
ら
「
戦
争
」
は

終
わ
ら
な
い
。
そ
う
読
ま
な
け
れ

ば
、つ
ま
ら
な
い
本
で
し
か
な
い
。

・
小
谷
野
敦
『
と
ち
お
と
め
の
バ

バ
ロ
ア
』（
青
土
社
）

大
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
が
ネ

ッ
ト
お
見
合
い
で
皇
族
と
結
婚
す

る
荒
唐
無
稽
な
物
語
。
戸
籍
謄
本

を
手
に
し
た
彼
女
は
、
「
や
っ
と

人
権
が
手
に
入
っ
た
」
と
つ
ぶ
や

く
。
こ
の
表
題
作
、
こ
の
時
期
に

よ
く
ぞ
書
い
た
り
と
思
う
。
こ
れ

は
人
権
問
題
と
し
て
天
皇
制
を
テ

ー
マ
化
し
た
も
の
だ
が
、
小
谷
野

敦
の
天
皇
制
に
関
す
る
政
治
的
立

場
は
す
で
に
新
書
で
表
明
し
て
い

る
。

�１
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｃ
・
デ
ネ
ッ
ト

『
心
の
進
化
を
解
明
す
る
�
�
バ

ク
テ
リ
ア
か
ら
バ
ッ
ハ
へ
』
（
木

島
泰
三
訳
、
青
土
社
）

進
化
論
の
哲
学
の
集
大
成
。
だ

れ
も
こ
れ
以
上
に
う
ま
く
書
け
る

と
は
思
え
な
い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ

ム
の
万
能
酸
が
我
々
の
心
に
効
い

て
く
る
の
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
だ

と
感
じ
る
。

�２
木
庭
顕
『
誰
の
た
め
に
法
は
生

ま
れ
た
』（
朝
日
出
版
社
）

ロ
ー
マ
法
の
大
家
に
よ
る
中
高

生
向
け
レ
ク
チ
ャ
ー
。
一
読
し
て

法
と
い
う
も
の
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
一
変
し
た
。
あ
と
は
木
庭
三

部
作
に
向
か
う
の
み
だ
が
道
の
り

は
険
し
い
。

�３
レ
ベ
ッ
カ
・
ソ
ル
ニ
ッ
ト
『
説

教
し
た
が
る
男
た
ち
』
（
ハ
ー
ン

小
路
恭
子
訳
、
左
右
社
）

昨
年
に
続
き
今
年
も
非
専
門
家

向
け
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
関
連
書
が

多
数
刊
行
さ
れ
た
。
ほ
か
に
ジ
ェ

シ
カ
・
ベ
ネ
ッ
ト
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
・
フ
ァ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
�
�「
職

場
の
女
性
差
別
」
サ
バ
イ
バ
ル
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
（
岩
田
佳
代
子
訳
、

海
と
月
社
）
、
キ
ャ
ト
リ
ン
・
モ

ラ
ン
『
女
に
な
る
方
法
�
�
ロ
ッ

ク
ン
ロ
ー
ル
な
１３
歳
の
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
成
長
記
』
（
北
村
紗
衣
訳
、

青
土
社
）
、
堀
越
英
美
『
不
道
徳

お
母
さ
ん
講
座
�
�
私
た
ち
は
な

ぜ
母
性
と
自
己
犠
牲
に
感
動
す
る

の
か
』（
河
出
書
房
新
社
）な
ど
。

今
年
の
夏
以
降
、
な
ぜ
か
死
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。エ

リ
ッ
ク
・
シ

『
核
は
暴
走
す
る

核
開
発
と
安
全
性

上
・
下
』（
布
施

出
書
房
新
社
）
は

ん
だ
タ
イ
タ
ン
�

丹
念
に
追
っ
た
話

星
で
い
つ
核
の
暴

に
よ
る
核
戦
争
が

か
し
く
な
い
こ
と

料
の
読
み
込
み
と

の
聞
き
取
り
調
査

明
し
た
。
分
厚
い

を
め
く
る
の
が

る
。ピ

エ
ー
ル
・
パ

で
』
（
根
本
美
作

店
）
は
、
一
〇
〇

の
老
い
と
内
面
の

と
観
察
し
て
い
る

で
深
海
の
よ
う
な

世
界
に
入
り
込
み

の
懐
か
し
い
源

く
。
リ
ト
ア
リ
ア

あ
る
母
の
、
ナ
チ

も
の
虐
殺
の
記
憶

ュ
バ
ッ
ク
す
る
場

っ
た
。

梯
久
美
子
『
原

愛
と
孤
独
の
肖
像

は
、
他
人
と
接
す

に
苦
手
な
詩
人
、

を
追
う
。
死
と
原

ち
ら
に
暗
い
波
し

迫
っ
て
く
る
な
か

前
ま
で
端
正
な
言

民
喜
が
眩
し
い
。

ゾラといえば自然主義を

確立した文豪。セザンヌと

いえば近代絵画最大の巨

匠。その両者は南仏エクス

で幼馴染み。だが小説家が

１８８６年に発表した画家小説

『作品（制作）』Oeuvreが
原因で両者は決裂した─

─。ダニエル・トンプソン

監督の映画（２０１６）もこの

通説に沿ったもの。だがそ

の制作途上で、「決裂」以

降に画家が文人に宛てた書

簡が発見される。書簡編者

のジョン・リヴォルドが唱

えた「決裂」説（１９３６）は、

今や事実誤認の神話へと転

落した。筆者は１９８７年にオ

ルセー美術館初代館長フラ

ソワーズ・カシャンのご配

慮で父君、シャルル・カシ

ャンに面会したことがあ

る。話題がリヴォルドに及

ぶと、「あのコチコチの実

証主義者には必要な想像力

が欠けていた」との言葉が、

老医師の口から洩れたこと

を思い出した。

Denis Coutagneは、『作品』

で主人公の画家クロード・

ランティエを自殺に追い込

むことにより、ゾラは実在

のセザンヌを破滅から救っ

たが、ゾラ自身も小説中の

画家に裏切られた、という

独自の修辞を披露した。良

い線を行っているとは思う

のだが、いくつか疑念が残

る。

永井隆則も確認したよう

に、たしかにゾラは初期の

美術評論で、官展派の繕っ

た「仕上げ」finiを痛烈に攻

撃した。だが言語作品たる

小説は、綿密な構想と丹念

な取材、辛抱強い執筆と彫

琢によって「仕上げ」なけ

れば、「作品」完成は覚束

くまい。「未完成」inachève-

mentとはセザンヌとも交友

ある批評家のG.ジュフロワ

が、印象派の先輩格、マネ

の「欠点」を擁護すべく動

員した言葉だったはず。

セザンヌの語る「実現」

réalisationもまた、完成状

態の謂ではない。「実現」

とは体言ならぬ用言、一筆

一筆の筆致が生成する動的

な過程。ゾラをもじるなら、

「制作」とは真実に向かう絶

え間なき「歩み」en marche

以外ではありえない。だが

永遠の「未完成」、達成不

可能性を保持することは、

「セザンヌ以降」の「絵画

制作」には可能でも、ゾラ

が「完遂」したような「文

学作品」には、元より不可

能な営みだったのでは？

ゾラ「愛読者」セザンヌは、

そこに自分とは対極の「気

質」 tempéramentを賞賛し

たのでは？ あるいは、画

家が抑圧に「失敗」しがち

な欲動を、作家は「見事」

に制御した？

晩年ローマを訪れたゾラ

は、システィナ礼拝堂でミ

ケランジェロの天井画に遭

遇し、そこに藝術的達成の

模範を見出す。とすればゾ

ラにとって結局セザンヌが

「流産」avortéに終わった

天才、と記述される他なか

ったのも、当然ではなかっ

たか？ 高橋愛は慧眼にも

この「流産」の意味を問う

たが、それに応えたクター

ニュは、画家の名声確立が

作家没後にまで「遅延」し

た「事実」を持ち出した。

でもこれって問題のすり替

え、結果論じゃない？ 寺

田寅彦はゾラ没後の顕彰事

業を検証し、こうした記憶

操作の政治的術策の「現場」

を暴露した。

Jean Arrouyeは幼年期の

水浴の追想とラテン語古典

詩世界への憧憬が「遅延」

して晩年の水浴図連作に昇

華された経緯を説き、浅野

春男はメダンのゾラの肖像

写真が《カード遊びをする

人々》中央の人物に変貌し

た可能性を提案する。Alain

Pagèsはメダンのゾラの奇

形の館がセザンヌの画面に

置換して再構成された可能

性を図示し、吉田典子はセ

ザンヌのNouvelle Olympia

がマネのNanaのロビダに

よる戯画を転用した可能性

を提示した。ナナの頭上に

左右山形に配されたフキダ

シの文章が、セザンヌの作

品では裸女の頭上を左右に

分けて飾る垂れ幕へと変貌

する。

「綿密な構想と取材」が

意識の底に沈殿し、しばし

寝かされた末、「想像力」

のお蔭で「見事」な変身を

遂げる。そこに多くの論者

たちはセザンヌの「実現」

の実相、ゾラも賞賛を惜し

まなかった「詩的構想力」

のありかを探り当てたよう

だ。

※国際シンポジウム「セザ

ンヌとゾラの創造的関係を

再考する」（京都工藝繊維

大学、１２月２日）に取材し

た。報告論文集は、早々に

ポール・セザンヌ協会のサ

イトに掲載予定とのこと。

またゾラ�セザンヌ『往復

書簡集』は吉田典子・高橋

愛訳で法政大学出版局より

近刊予定。
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